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目的と方法
【目的】セイヨウミツバチを始めとするポリネーターが好む花粉源・蜜源植物を増やす活動が様々な団体でなされている。ハナバチ類の訪花観察と、セイヨウミツバチにとって
有用な補助蜜源・花粉源植物種の知見を得ることを目的として、１地域において2016年4月より巣箱に持ち帰った花粉荷を調査しているが、在来種であるニホンミツバチが
巣箱に持ち帰った花粉荷を同時に調査して、両者の季節別花粉源植物並びに訪花植物種を比較した。

【方法】バイエルクロップサイエンス(株)の試験圃場（茨城県結城市田間）でセイヨウミツバチ（Apis mellifera）群、及び2018年7月に結城市内で捕獲したニホンミツバチ
（Apis cerana japonica）群を重箱式巣箱により近接して定飼し、それぞれが巣箱に持ち帰った花粉荷を経時的に採集し（市販の花粉採取器*により10日あたり3回のサンプリン
グを目標として、1日で最も訪花活動が盛んな時間帯に30分間採集）、色・大きさに従い分別して個数を記録後、光学顕微鏡により膨潤花粉（ｸﾞﾘｾﾘﾝ/蒸留水=30/40(v/v)）を
観察した。あらかじめ開花植物（84科約370種）から直接採取した花粉画像との比較により植物種を特定・推定した。

【試験期間】2018年8月中旬～2019年8月下旬

結果及び考察
セイヨウミツバチは110種（不明2種）・54,981個の、ニホンミツバチは63種 ・10,402個の花粉荷を巣箱に持ち帰った（表-2）。 各旬間の平均採集花粉荷数の比率が5.0%を上

回った植物と開花フェノロジー等のデータを図表-1に、単位時間当たりの花粉荷採集数を図-2にまとめた。 春季の主要花粉源植物は両種ともツバキ類、ウメ類、自生アブラナ
科ナ類、サクラ類、カキノキであり、これらは同時に主な蜜源と推察された。3月上・中旬のヤナギ類、ユキヤナギ、5月のアヤメ科はニホンミツバチにとっての、ヤグルマギク、
カナメモチはセイヨウミツバチにとっての主花粉源であった。 夏季6月はクリ、アカメガシワが両種の主蜜・花粉源、7～8月はナス、トウモロコシが両種の主花粉源であった。7
月下旬から8月上旬にかけてはイネがセイヨウミツバチの、ガマ、タケニグサがニホンミツバチの一過性の主花粉源であった。いわゆる花の夏枯のため、花粉荷の種類は両種

とも夏季に最大となり訪花植物の多様化が示唆されたが、花粉荷数としては両種ともにトウモロコシとナスが採集花粉荷の大半を占めた。秋季は越冬準備のため両種とも
単位時間当たりの花粉荷採集数が増加する傾向を示した。セイヨウミツバチではチャノキとセンダングサ類、ニホンミツバチではアレチウリとセイタカアワダチソウが主蜜・花粉
源であった。冬季12月は両種ともビワとサザンカ、ニホンミツバチはその他のアブラナ科が主であった。1月は両種とも採集花粉荷数は激減したが、2月に入ると春の増勢に向
け、花粉荷採集数が増加した。花粉荷が採集された植物種の区分は、セイヨウミツバチでは樹木類40.3%、作物34.4%、草本類21.3%、ニホンミツバチでは草本類45.1%、樹木
類32.2%、作物22.7%であった。花粉荷数の種別は、セイヨウミツバチではトウモロコシ、ナス、チャノキ（全採集花粉荷数の13.5%, 11.1%, 6.9%）、ニホンミツバチでは自生アブラ
ナ科ナ類、アレチウリ、ナス、ソバ（同 9.9, 8.2, 7.7, 7.7%）の順であった（図-2）。両種の利用植物種の区分差は、上述の嗜好性の違いと、春の分蜂や、秋の越冬準備開始期が
やや早いことによるニホンミツバチのコロニーサイズ変動パターンと、分蜂を回避したセイヨウミツバチのコロニーサイズ変動パターンの差に起因していると推察された。

セイヨウミツバチとニホンミツバチの季節別花粉源植物の比較
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表-2   採集花粉荷数、
植物種数のまとめ

図-2 セイヨウ
ミツバチと
ニホンミツバチ
の旬毎の
植物種別採集
花粉荷数の比較

*熊谷養蜂（株）製品 セイヨウミツバチはプラスチック製花粉採取器、 ニホンミツバチは

木製花粉採取器のスリットを直径4.2 mmの穴を多数開けたアクリル板に改造（下図参照）。

分蜂（少なくとも2回確認）の

ため、出入口付近にミツバ
チが溢れ、花粉荷の採集が
困難であった。コロニーサイ
ズとしては一旦激減。

いわゆる花の夏枯れの中、30
分あたりの平均花粉荷採集
数、訪花植物種数は増加する
も、花粉源植物のトウモロコシ、
ナスが大半を占める。

越冬準備。主花粉源・蜜源植物は
チャノキ、センダングサ類。

越冬準備。主花粉源・
蜜源植物はアレチウリ、
セイタカアワダチソウ。

スムシ被害のため一旦逃亡後、新し
い巣箱に自然入居。新たな巣作り開
始 (2019年)。

晩冬に春の
増勢開始。

晩冬に春の
増勢開始。

花粉源植物のトウモロコ
シ、ナスが大半を占める。

ニホンミツバチセイヨウミツバチ

図表-1 開花フェノロジーと旬別花粉荷種数、採集数,、比率等におけるセイヨウミツバチ、ニホンミツバチの比較

草：草本類（多年草、雑草、園芸種を含む）

作：作物（自家用小規模栽培作物、ナシ、クリを含む）

樹：樹木類（蔓性多年草、チャノキ、カキ、ビワ等を含む）

VL: Very Large   > 5 ha
L: Large  1-5 ha
M: Middle  0.1-1 ha
S: Small  0.01-0.1 ha
VS: Very Small <0.01 ha

ニホンミツバチの花粉採取器
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